
℃ ％

№ 延後 延前 後半 前半 計 計 前半 後半 延前 延後 №

1 GK GK 1

1 1 2 DF DF 2

3 DF DF 3

5 DF DF 4

15 DF DF 5 1 1

16 3 3 6 MF DF 12 15

19 7 MF MF 6 1 1

1 1 8 MF MF 8

1 1 10 MF FW 9

17 1 1 2 11 MF FW 10

20 1 1 2 1 9 FW FW 11 7

14 GK GK 16

4 DF DF 13

12 MF DF 20 1 1 1

13 MF MF 7

16 MF MF 15

17 MF MF 19

18 MF FW 14

19 MF FW 17

20 FW FW 18

区分 № 区分 №

0 0 7 3 10 3 1 2 0 0

3 2 5 7 4 3

1 2 3 0

6 9 15 13 6 7

0 3 3

(0) (2) (2)

№

9

7

16 〇 5 × 15 〇 17 〇 10 ×

7 〇 3 〇 6 〇 9 × 10 〇

前半　：［：］、後半　：［：］、合計　　　：　　［　　：　　］

【戦　  評】

(一社)熊本県サッカー協会 マ ッ チ コ ミ ッ シ ョ ナ ー 主 審

公　　式　　記　　録 新生　恒治 吉田　純平

大 会 名 ： 平成30年度 第40回 九州高等学校（Ｕ－１７）サッカー大会（九州高等学校サッカー新人大会） マッチ№［28］
日 時 2019年2月18日 10:00 試 合 形 式 70分 会 場 大津町運動公園競技場

風 弱 ピ ッ チ 状 態 観 客 数

マ ッ チ コ ミ ッ シ ョ ナ ー 新生　恒治 副 審 １ 野村浩太郎 第 ４ の 審 判 森田　建司

天 候 晴れ 気 温 12.8 湿 度 41.0

芝 全面良芝
200 人

主 審 吉田　純平 副 審 ２ 前田　憲志 記 録 担 当 丸尾　俊邦 乾燥

私立東福岡高等学校 1

0 前 半 0

1 熊本県立大津高等学校
1 後 半 1

延 長 前 半

延 長 後 半

表 面

Kick off 3 Ｐ Ｋ 4 Kick off

交 代 シ ュ ー ト 得
点

選 手 名
番
号

交 代

out時間 out時間

野 見 山 大 福 山 翔 紀

位
置

位
置

番
号

選 手 名
得
点

シ ュ ー ト

松 永 京 介 金 子 遼 太 郎

森 川 英 智 立 野 航 海

徳 永 涼 猪 谷 匠

田 頭 亮 太 麻 生 恭 平

佐 藤 湧 大 藤 井 瑛 斗

荒 木 遼 太 郎 半 代 将 都

68分 國 府 田 駿 野 田 昌 秀 60分

52分 水 野 畝 蓮 荒 木 慶 翔

金 森 い ぶ き 佐 藤 亮 太

丸 山 海 大 時 松 航 世

50分 阿 部 静 輝 樋 口 堅 大
70分 田 中 角 栄 浦 﨑 海 聖 47分

佐 藤 聡 史 大 島 清

青 木 俊 輔 島 崎 真

永 尾 聖 也 中 川 颯 己

井 原 直 人 佐 藤 悠 平

岐 部 総 志 郎 角 石 右 京
警 告 ・ 退 場 監 督 監 督 警 告 ・ 退 場

上 田 瑞 希 野 口 陸 斗

遠 藤 高 成 杉 山 佳 宏

氏 名 理 由

延
後

延
前

後
半

前
半

チ ー ム 合 計

時 間 氏 名 理 由 森 重 潤 也 古 閑 健 士 時 間

前
半

後
半

延
前

延
後

ＧＫ

シュート

直接FK

ＣＫ

(ｵﾌｻｲﾄﾞ)

間接FK

田 中 角 栄 １－０ 右1 ７

得点時間 得 点 チ ー ム 得 点 者 ス コ ア ［得点経過記録例］：～ドリブル,→ゴロのパス,↑浮き球パス,×混戦,Ｓシュート,Ｈヘディング

ＰＫ

７ ダイレクト 左足S70+3分 大津 佐 藤 悠 平 １－１ 左１ ３ → 中央1

↑ 中央1 HS こぼれ球 ９HS42分 東福岡

Ｐ Ｋ 戦 の 経 過 1 2 3 4 5 6 7 14

東 福 岡

大 津

［ 試 合 時 間 ］

【記入者：　時田　剛二　　　　　　】

東福岡４:１:４:１、大津４:４:２のシステムで開始した一戦は、立ち上がりコンパクトな守備から大津が優位に立つ。一方、東福岡は⑨田中を起点にピッチを広く使い、⑪阿部の突
破からチャンスを作る。一進一退の攻防の中、互いに決定機には至らない。後半、東福岡は⑩荒木の展開から右サイドを崩し先制する。東福岡がボールを保持する時間が増える
中、大津は粘り強い守備から⑨半代へボールを集め、チャンスをうかがう。連戦の影響からか互いに出足が鈍る中、集中した攻防が続く。終了間際、前線への供給を強めた大津が
左サイドからのクロスを合わせ同点に追いついた。結果、PK方式となり、大津が準決勝進出となった。

8 9 10 11 12 13


